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日（金）保育園との交流をテーマに ～

的な課題意識や自己学習力を身に

な実践力を育成しよう」と、小中

に実施されています。

領では、教科の知識・技能を活用

ため、総合の授業時数が縮減され

会に対応していくための生きる力
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授業時数の変更

ません。学習活動は、基本的には

ことになります。本校では、「屋代

をもつ子ども」に育ってくれるこ

習活動を展開しています。
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年中さんに会いにいこう

グループで交流しよう

運動会・音楽会の取組を伝えよう

お楽しみ会（クリスマス会）を開こう

（４回目の交流を振り返って計画）

つけ、

課題を

する学

ん（年中）との交流



C グループの 5 名の友達は、園児と一緒に「まつぼっくりツリー」を作る

ための計画を次のように話し合いました。

ほかのグループも「ジングルベルを一緒に合唱

奏」「手作り紙芝居」「創作劇・手品」の計画を具

体的に話し合うことができました。

この年長さんが１年生に入学するとき、４年生

は６年生として、入学式に参加します。

計画する（Plan）

①園児に想いを寄せる。

②交流の課題となる点を考える。

③今回の交流の目標を決める。

④交流の内容を決める。

⑤学級の気持ちを一つにして、各

自が交流の準備をする。

交流する（Do）

○計画にそって、

交流を行う。

振り返る（See）

①うまくいったことや思

うようにいかなかった

ことを考える。

②園児のよさをまとめる。

③友達や自分のがんばり

を認め合う。 
繰り返すごとに、活動の

深まりを願った単元計画

次の交流へ

１年生の学級は生活科を公開

「どんぐりごまを作ろう」

よく回るようにと、気に入っ

たどんぐりを選び、軸の位置を

工夫しながら、いくつもこまを

作りました。次の時間は、いよ

いよ「こままわし大会」です。

１ 園児を思い浮かべ、喜んでくれる活動を伝え合う。

私のペアの園児は、はず

かしがり屋。ペアで一緒

に作っていきたいです。

材料のまつぼっくりは、

ぼくがこの休みに一重

山で取ってくるよ。

２ 活動内容を具体的に考える。

リーダーが、みんなをま

とめたり、いろいろ案を

出したりして、すごい。

４ 「友だちのピカッ」を書く。

３ グループで考えた活動をクラスの全体に発表する。

外遊びが好きな子、不器

用な子もいるので、ペア

でツリーを作ります。

○ 園児のことを考え、楽しい計画を立てようとする

「思いやり」の気持ちが感じ取れました。

○ 自分のやりたいことを伝えたり、友達の思いを知

ったりする中で「互いのよさ」をいかし、よりよい

計画を作り出そうとする努力がうかがえました。


